だった。 なぜなら 人間の 生命 は 一 つで あるから、 一遍 

刺し殺されれば それで 終局であって、 その後 二度 も 三 

度 も 重ねて 殺され 直さぬ でもよ い。 ところが、 小説 虐 

殺の 場合 は十遍 でも 一 一十 遍 でも 引立てられ ていつ て は 

念 入の 虐殺 をう ける ので あるから、 たまった もので は 

ない、 尤も いくたび 殺されても 執念深く 生き 換わる 

ので あるから、 執行 人の 方で も 業 を 煮やす のであろう 

vr o 

力 

執行 人の 多く は、 いろいろな 色彩に 分れて いるに し 

て も いずれも 探偵小説 至上 論者であって、 新 発表の 探 

偵 小説 は 従来 曾て 無 か りし 高踏的 の も のなら ざ るべ か 



た。 

彼 は 急に 元 気づいて、 原稿用紙 を 手許へ 引きよ せ、 

ペン を 取り上げた。 いよいよな にか 考えついて 書 くら 

しい。 

彼 はまず、 原稿用紙の 欄に 「1」 と 大書した。 それ 

は 原稿の 第一 頁た る こと を 示す ものであった。 彼 は 

この ノ ンブ ル を餡パ ン のよう な 大きな 文字で 書く - J と 

が 好きであった。 

原稿の 第 一 字 を 認めた 彼 は、 こんど はぺ ンを 取り直 

して 第 六 行 目の トップの 紙面へ 持って いった。 いよい 

よ 本文 を 書く 気ら しい。 



きていて、 自分の 顔 を 凹面鏡に 写して みて、 それで 間 

違い はないで あろう か。 もし その 鏡の 底に、 彼の テラ 

テラした 赭ら 顔が 写り 出せば いいが、 万 一 まかり 違つ 

て、 その 鏡の 底に 顔 一面 毛む くじ やらの 大きな 鼠の 顔 

がうつつ ていたと したら、 これ は 一体 どうなる の だろ 

ク ゝ o 

う 力 

そう 思う と、 急に 彼の 手 は ブル ブルと 慄ぇ はじめた。 

手文庫の 蓋が カタ カタと 鳴り だした。 彼の 背筋 を、 氷 

の 刃の ように 冷い ものが ス— ッと 通りす ぎた。 彼 は 

開けようと 思った 手文庫の 蓋 を、 今度 は 開けまい とし 

て 一 生 懸命に 抑えつ けた。 それでも ジリ ジリと 恐怖 は、 



た。 —— すなわち、 作 中の 主人公 梅 田 十八が 遂に 意 を 

決して 妖婆 を 殺そうと する。 城内から 大きな 沢庵 石 I 

I は、 ちと 可笑しい から、 大きな 石臼 を 見つけて きて、 

これ を 目の 上よりも 高く あげて、 寝台に 睡る 妖婆の 頭 

の 上に ド— ン とうちつ ける。 ギヤ— ッと 一声 放った が、 

い き 

この 世の 別れ、 妖婆の 呼吸が 絶える と、 梅 田 十八の 姿 

は 一 寸 ぐらいの 小さな 一 一十 日 扇の 姿と な つ て —— 一 寸 

はすこし 短 かすぎ るかな、 とにかく 正確な ところ は 後 

で 索引 付 動物 図鑑 を 引いて という ことにして 「寸」 の 

字 だけで、 数字 は 消して 置こう。 

しかし、 そこで 妖婆 を 殺して しまったの では、 小説 



として 一向 面白くない。 もっと 妖婆の 妖術 を 生かさな 

ければ 損で ある。 

では、 こうして はどうであろう か。 主人公 梅 田 十八 

はお 城へ 探検に など 来なかった ことにする。 

彼 は 原稿の 債務なん かすつ かり 片 づけて しま つ て、 

のうのう とした 身体に なって いる。 そこへ 彼が 口説い 

てみ ようかと 思って いる 近所の 娘さんが 臓 脂 色の ワン 

ピ ー スを 着て 遊びに やってくる。 

そこで 梅 田 十八 は、 ルリ 子 —— 娘さんの 名で ある I 

I を 伴って 散歩に 出かける。 二人 は 歩き疲れて、 月明 

るき 古城 を 背に して ベンチに 並んで 腰を下ろす。 そし 



てピッ タリと 寄り そい 甘い 恋 を 囁き かわす のだった。 

はる 

ところが 城の 中に いた 妖婆 アダム ウイ ツチが 遥かに 

これ を 見て、 大いに 嫉妬す る。 そしてた まりかね て、 

自暴 酒 を 呑む。 あまりに 酒 を ガブ ガブ 呑んだ ので、 

脔篛 のように 酔 払って、 とうとう 床の 上に 大の 字に 

な つ て睡 つ てし まう。 

お 城の 下で は、 十八と ルリ 子が、 あたり 憚らず まだ 

ピッ タリと 抱き合って 恋 を 語つ ている。 月が 西の 空に 

落ちた の も 知らない。 そのうちに 東の 空が 白み、 夜 は 

ほのぼのと 明け はじめ (ああ 夜が 明け はじめる なんて、 

くだらな いこと を 思いついて しまった もの だ。 本当に 



夜 はま だ くろぐろと 安定して いるので あろうな。 力— 

テン を 開いて 窓の 外を視 いてみ よう。 うむ 今のところ 

まだ 大丈夫で ある) 

ざくろ 

若き 二人の 抱き合つ ている 傍に は、 大きな 柘 榴の樹 

があって、 枝に はた わ わに 赤い 実が なって いる。 その 

間 を 早 や 起きの 蜂 雀の 群が チュ ツチ ュ ッと 飛び 戯れて 

さ ら さ 

いる。 まるで 更紗の 図柄の ように。 

お 城で は 妖婆 アダム ウイ ツチが、 床の 上に 仆れ たま 

ま、 まだ グゥ グゥ睡 つてい る。 電気時計の 指針 は、 も 

う 午前 六 時 を 指して い る —— また 禁句 禁句 —— のに、 

彼 は 目が 覚めない。 受信機の スィッチ を ひねって 置け 



がリ ゆうば い 

「そんなら、 それ を 貰いまして、 臥竜 梅と 解きます」 

「なんで やね ン」 

みき はな はな 

「その 心 は、 幹 (ミ ツキ ー) よりも 花 (鼻) が 低い、 

とナ」 

これ は 単なる 謎々 であって、 探偵小説 ではない。 第 

一 その 謎 を 解く 鍵が、 至極 フェアとまで は ゆかない。 

無理な 着想 を 強いる。 

もし これが 探偵小説の 形で 発表され ていたに しても、 

その 点で 優等 品と は ゆかない。 そうした 欠点 は、 この 

謎 を 作る ときに 建てた 推理が 謎 を 解く ときの 推理と 全 

く 逆で あると ころに 無理が ある。 つまり 素直なる 順序 



なければ ならぬ。 ここに 至れば もう 運と 常識の 戦争で 

ある。 幸い 臥竜 梅 を 早く 思いつい たから、 それで 謎 は 

出来 上った ことにし たわけ だが、 その 連鎖 事項が す こ 

し 薄弱 性 を 帯びて いる こと を^ I み 得ない。 

謎々 はこうして 出来 上った が、 前に も 云った とおり、 

謎の 答から 謎の 説明 を 考究して いったの だから、 その 

謎 を 解く とき 「鼠の 顔」 の 連鎖 事項 を 探して、 謎の 答 

を 推理して ゆく のと はちょう ど 逆の 順序になる。 そこ 

に逆ハ 必ズ シ モ 真ナ ラズ が 侵入す る 余地が あるので あ 

る。 

—— と、 かれ 梅 野 十 伍 は 二、 三枚の 原稿用紙 を 右の 



「まあ、 図々 しいの ネ、 近頃の 処女 は —— 」 

(探偵 作家 梅 野 十 伍 は 罪 汚れ 多き 某 夫人に 代 つて ニヤ 

あかつき 

リと 笑い、 ここで また ペン を 置いた。 そして 紙 巻 煙草 

に 手 を 出した) 

幹事 森 博士 夫人と 谷 少佐 夫人と によ つ て 福引が 読み 

あげられ、 それぞれ 奇抜な 景品が 授与され てい つた。 

そのたび に、 花の ような 夫人た ち —— たちと 書いた の 

はな かに 『処女』 も 一 人 加わって いる こと を 示す (探 

偵 作家 は 万事 この 調子で、 些細なる こ ともおろ そかに 

せず、 チャンと 数学的 正確さ を もって 記述して ゆく よ 

う、 習慣 づけら れ ている ものである) そこで 夫人 



た ちが 女生徒 時代 の 昔に 帰って ゲ ラゲ ラと ワン タンの 

ように 笑う のだった。 (ワン タンの ように —— は 誰か 

の 名文 句 を 失敬した ものである。 作家と いう もの は、 

それく らいの 気 転が 利か なきや 駄目 だと、 梅 野 十 伍 は 

思って いる。 しかし 一 々こう 註釈が 多くて は 物語が 進 

行し ない。 今後 は 黙って ズ ンズン 進行す る ことに 方針 

変更) 

いよいよ 「鼠の 顔」 が 高らかに 読み あげられた。 

「あたくし よ。 —— 」 

と、 梅ケ枝 女史が 叫ぶ よりも 一 歩お 先へ、 女史の 隣 

りの 夫人 (名前 をつ けて 置く の を 忘れた) が、 



人気の 焦点に ある 新進 女流 探偵小説 家 (新進 だなん て 

失礼 ナ、 既成の 第 一 線 作家 だ わよ —— と、 これ は、 梅ケ 

枝 女史の 憤懣で ある) の 梅ケ枝 十四 子さん。 景品 はァ 

—— どうか 封筒から お出しに な つ て 下さ い —— タ ー 

キ— の プロ マ イド！ その わけ は、 娘々 が 大騒ぎ。 

—— 」 

というの であるが、 この 福引の 方が 「鼠の 顔と かけ 

ミ ツキ— 鼻 

てなん と 解く。 臥竜 梅と 解く。 その 心 は 幹 よりも 花 

が 低い」 の 場合より 出来が よろしい。 

その 理由 は、 この 福引の 「鼠の 顔 (景品 はタ ー キ— 

の プロ マ イド) 娘々 が 大騒ぎ」 の 方が 前者に 比較して、 



二つの 腕木が グッと 上に あがる のだった。 国境 越えの 

人々 は、 その 腕木の 下 を 潜って、 相手 国のう ちに 足 を 

入れ、 そして そこに 店 を 開いて 待ち うけてい る 税関の 

役人の 前にい つて 国境 通過 を 願いいで、 そして 持ち込 

むべき 荷物 を 検査しても らうので ある。 それが 済めば、 

そこで 税関 前の 小 門から、 相手 国内に ズ カズ 力 這 入つ 

て ゆく こと を 許される ので ある。 

まあ 道具 立 は そのく らいに して 置いて、 ここに 紅 国 

人の 有名なる 密輸入の 名手 レッド 老人 を 登場させる こ 

とに する。 

「また 一 つ、 頼みます よ。 ねえ、 税関の 旦那 ァ。 II 」 



レッドの 銅鑼 ごえに (この 前に ドラ を 銅羅と 書いた 

の は 誤リ。 どうもす こし 変 だと 思って 今 辞書 を 引いて 

みると、 ラの字 は 金扁が あるの が 正しい のであった。 

小説家 商売になる といちい ち 字 を 覚える だけで もた い 

へん 骨の 折れる ことだった) —— その レッドの 銅鑼 ご 

えに 奥の 方から 役人 ワイトマンが 佩剣の ベ ルトを 腰に 

締めつ けながら、 睡 むそうな 顔 を 現した。 (と 書く と、 

この 国境の 税関に は 余り 事件 もな く、 かな リ 平和な 呑 

気な 関所で ある ことが 読者に 通じる だろうと、 作者 梅 

野 十 伍 はそう 思いながら、 こう 書いた ので ある) 

「な ぁン だ、 レッド か。 また 鼠の 籠 を 持ち こもうて え 



ん だろう。 あんまり 朝っぱらから 来るな よ。 鼠なん か 

夕方で 沢山 だ」 

ワイトマン は いささか 二日酔の 体で、 日頃 赭ぃ 顔が 

さらに 紅 さ を 増して 熟れす ぎた トマトの ようにな つ て 

いる。 (この 件 は、 作者 梅 野 十 伍に 自信がなかった。 

彼 は 生れつき アル コ— ルに 合わない 体質 を 持って 居り、 

かつ さ かずき 

いまだ 嘗て 酒杯 を つづけて 三 杯と 傾けた ことがない。 

だから 一 一日 酔が どんな 気持の もの だかよ く 知らず、 ま 

た 二日酔に なった 患者 は どんな 顔 をして いるか 正確な 

る 知識はなかった。 ただ 彼の 親しい 友人の A というの 

が、 よくこん な赭ぃ 熟れき つたよう な 顔 を 彼の 前に 現 



わして、 「ああ 昨夜 は 近頃に なく 呑みす ぎち やった。 

なげ 

きょうは フ ラフラで 睡ぃ睡 い」 と慨 くので あった。 梅 

い わ ゆる 

野 十 伍 は、 そういう ときの 友人 A の 容態が 所謂 二日酔 

というの だろうと 独断した。 だから 白 国 官吏の ワイト 

マ ンは 迷惑に も 作者の 友人 A の 酔態 を 真似しなければ 

ならなかった) 

わし 

「旦那、 そういわないで 見て おくん なさい。 儂は 生れ 

ご まか 

つき 胡 魔 化すの が 嫌いで ネ、 なるべくこう してお 手隙 

の 午前中に 伺って、 品物 を ひとつ 悠 くり 念入りに 調べ 

てお 貰い 申して えとね え 旦那、 この レッド はいつ も そ 

う 思 つ てい るんで すぜ」 



「二十 匹 だって。 ーィニ ゥ三ィ …… となんだ 一匹 多い 

ぞ。 二十 一 匹 居る」 

「ああ その 一 匹 は 員数 外です。 途中で 死ぬ と 品数が 揃 

わなくな るから、 一 匹 加えて あるんで す」 

「員数 外 は 許さん。 もしも 二十 一匹で 通すなら 二十 匹 

まで は 無税、 第二 十一 匹 目の 一 匹に は 一 頭に つき 一 

ル— ブルの 関税 を 課する」 

「こんな 鼠 一 匹に 一 ル— ブルの 課税 は ひどす ぎます よ。 

そんな 大金 を 今 ここに 持って やしません —— じ や 一 一十 

一匹の 中から 一匹の けて、 二十 匹と しましょう。 それ 

ならよう がしょう I 



た 液体と 固体と で ピショ ビシ ョ にな つていた。 

レッド は 鼠の 籠 を ぶら下げた まま、 頭を搔 いた。 そ 

して 腰に ぶら下げ てあつた 手拭 を 取って、 卓子の 上 を 

ゆ. つじよ 

綺麗に 拭った。 そして ワイトマンの 宥恕を 哀願した の 

だった。 

「レッド。 勘弁なら ぬと ころ だが、 今日のと ころ は大 

目に 見て やる。 一体 こんな 金網の 籠に 時 を 嫌わず 排泄 

する ような 動物 を 入れて 持つ てく るの が 間違い じ や。 

この 次から、 卓子の 上に 置いても 汚れない ような 完全 

容器に 入れて 来い。 さもないと、 もう 今度 は 通さん ぞ」 

「へえい。 —— 」 



を 思い出す 虞 あるのに 対し、 彼の 精神 を 錯乱させる 

材料に 使われた に過ぎない。 事実 ワイトマン は 憤怒し、 

員数 外の 鼠が レッドの ポケット のなかに 入った まま 密 

輸入され るのに 気 を 使う 余裕がなかった ので ある。 で 

も 「愛用の 卓子 を 汚す」 という こと は、 なかなか ハデ 

な 伏線 材料で あるから、 そういう ハデな 材料 はもつ と 

ハデに 生かさなければ 面白くない。 M んゃ、 この 全篇 

を 通じて 探偵小説 らしい 伏線 は、 この 卓子 を 汚す とい 

うこと だけな ので あるから、 それが 生きん ようで は 探 

偵 小説に ならない。 

作家 梅 野 十 伍 は、 拳固 を ふりあげて、 自分の 頭をゴ 



「へえ、 チャンと 改造して 来ました。 籠 を 置いても、 

その 下が 汚れない ように、 これ このと おり 籠の 下半 分 

を 外から 厚い 板で もって 囲んで あります。 これなら 籠 

の 中で 鼠が 腸 加 答 児 を やっても 大丈夫です」 

「うむ、 なるほど。 これなら 卓子の 上 も 汚れずに 済む 

という もの じ や。 しかし 随分 部の 厚い 板 を 使った もの 

じ や。 勿体ない じ やない か。 —— ところで きょうの 員 

数 は 9 」 

「員数 はや は リー 一十 匹です。 きょうは 員数 外な しで、 

正確に 籠の 中には 二十 匹 居ます。 どうかお 検べ なすつ 

て」 



ワイトマン は 鉛筆 をと りあげて 机の 上の 用箋に 8 

こ ころお 

ル ー プリと 書きつ けた。 心 憶えの ために。 

それが 済む と、 空の 籠 を 卓子の 上に 逆さに して 置い 

ちょう まさかり 

た。 彼の 手に は 一 挺 の 大きな 鉞 が 握られた。 彼 は 

その 鉞を ふり 上げる と、 カー ぱい 籠の 底 板に 打ち下ろ 

した。 

パック リと底 板が 明いた。 なか は 洞に なって いた。 

そこに はもう 一 匹の 仔 鼠 も 残つ ていなかった けれども、 

その代りに 銀色に 輝いた 立派な 真珠の 頸 飾が 現れた。 

「とうとう 見つけた。 そ ー れ 見ろッ ？」 

ワイトマン は大 得意だった。 



その 翌朝と なった。 (国境の 朝で ある。 そして 同時 

に 梅 野 十 伍の 朝で も ある —— ああ 面白く もない！) 

面白 いのは、 その 早朝 税関吏 ワイトマン に対して 本 

部から 打 たれた 電文で あつ た。 

「昨夜 ノ 密輸 真珠 ハ、 時価 四十 万る— ぶり 二 達ス。 貴 

関ノ 報告 数 二 2 倍ス。 何ヲシ ティル ノダ。 至急 ヘン マ 

ッ」 

税関吏 ワイトマン は 床の 上に ド シンと 尻餅 をつ いた。 

愕 きの あまり 腰がぬ けたので あろう。 そんな 害 はない。 

すべ て を 調べた つもりだった。 あの 二倍 も 真珠が 隠さ 

れ ていたと は、 実に 喰いつ いても 飽き 足りな き 老耄密 



ことごと 

てた のであって、 その 所得 は 悉 く レッドの ものと 

なって いた。 ラ チェ ットは その 真珠 事件に 無関係で 

あった。 

それなら 紅 国軍 部 は 税関 本部に 通牒して 鼠の 輸入 を 

黙許 させれば よかった と 思う かもしれ ない けれど、 そ 

こが それ 軍機の 秘密であった。 鼠 を 輸入して 軍用 鼠の 

研究 をして いると いう ことが 国内 官吏に 知れても 軍機 

上よ ろしくな いので ある。 計略 ハ密 ナル ヲ良シ トス だ 

の、 敵ヲ図 ラン トス レバ 先ズ 味方 ヲ図レ などと いう 格 

言 は 紅 国軍 部と いえ どもよ く 心得て いるので あ つ た I 

I というよ うな 結末まで、 ゆっくり 探偵小説に 書いて 
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